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昭和４４年に国の政策により山口県に
８区域の広域圏が設定され、３市３町
による宇部小野田広域市町村圏振興整
備協議会が設置され、合併後は、宇
部、美祢、山陽小野田の３市により協
議会を開催している。

宇部市、美祢市、山陽小野田市の３市
が、行政の広域的な執行について相互
に連絡調整を図るため、宇部・美祢・
山陽小野田広域連携協議会を置き、広
域圏の連携を図りながら福祉、観光、
文化・スポーツなどの振興に努める。

会長及び事務局（会長の属する市の担
当課）は持ち回りで、平成２１年度か
ら２年間は山陽小野田市長が会長であ
り、年２回協議会を開催する。協議会
の下に幹事会をおき、幹事会では協議
会の会議に付議すべき事項の事前審議
及び協議会の会議で指定する事項を処
理する。
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A　効率性が高い

・事業展開を行うため、３市の共通課題について、さらに検討が必要で
ある。

・今後も３市で協議の場をもって検討したい。

その他 ゼロ予算事業

B　 事業の実施方法やコスト等について改善する検討が必要


